
〔
一
審
判
決
〕
平
成
一
七
年

九
月
二
七
日

佐
賀
地
裁

請
求
一
部
認
容

(双
方
控
訴
)

〔三
審
判
決
〕
平
成
一
人
年
一
一
月
三
〇
日

福
岡
高
裁

請
求
一
部
認
容

(確
定
)

は
じ
め
に

本
件
は
、
水
路
蓋
か
ら
水
路
に
転
落
し
た
事
故
に
つ
い
て
水
路
管
理
者
の

管
理
瑕
疵
が
認
容
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
水
路
管
理
者
と
は
別
の
者
が
水

路
蓋
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
蓋
部
分
と
の
間
に
生
じ
た
構
造
上
の
危

険
性
が
水
路
自
体
の
危
険
性
と
認
定
さ
れ
た
点
が
注
目
に
値
す
る
。
道
路
管

理
者
が
無
蓋
の
水
路
を
管
理
し
て
お
り
、
か
つ
、
道
路
管
理
者
以
外
の
者
が

水
路
上
に
蓋
を
設
置
し
て
い
る
事
例
も
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
参
考
に
供

す
る
次
第
で
あ
る
。

蛔

事
案
の
概
瓣

1

本
件
は
、
×
が
、
平
成

一
六
年
三
月
二
六
日
夜
、
Y
町
の
管
理
に
か
か

る
水
路

(以
下

｢本
件
水
路
｣
と
い
う
。)
に
転
落
し
て
死
亡
し
た
事
故

(以
下

｢本
件
事
故
｣
と
い
う
。)
に
つ
き
、
×
の
母
親
で
あ
る
一
審
原
告

に
お
い
て
、
本
件
事
故
は
同
町
に
よ
る
本
件
水
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ

た
た
め
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
X
が
被
っ
た
損
害
賠

償
請
求
権
を
相
続
に
よ
り
取
得
し
た
と
し
て
、
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に

基
づ
き
、
同
町
に
対
し
、
八
、
四
七
六
万
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
遅
延
損

害
金
の
支
払
い
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。

原
審
が
、
上
記
請
求
を
一
部

(四
、三
九
九
万
七
八
七
円
及
び
遅
延
損

害
金
)
認
容
し
た
と
こ
ろ
、
当
事
者
双
方
が
控
訴
し
た
。

*
幡
盪
か
ら
水
略
に
極
離
し
た
事
讓
に
つ
い
て

氷
蹄
管
理
者
の
誉
鯉
幟
癈
が
讓
蕎
さ
れ
た
事
例

ー
水
路
転
落
死
亡
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件
ー

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

青
柳

敬
直



2

前
提
事
実

(争
い
の
な
い
事
実
又
は
証
拠
等
に
よ
り
容
易
に
認
定
で
き
る
事
実
)

印
当
事
者
等

ア

X

(本
件
事
故
当
時
五
一
歳
)
は
、
一
審
原
告
と
a
夫
婦
の
長
男

で
あ
り
、
同
夫
婦
に
は
他
に
二
男

･
b
が
い
る
。

イ

×
は
、
大
学
を
卒
業
し
た
後
、
会
社
勤
め
を
経
て
、
a
が
経
営
し

て
い
た
寿
司
店
に
お
い
て
板
前
と
し
て
働
く
よ
う
に
な
っ
た
。

×
は
、
昭
和
六
〇
年
に

｢有
限
会
社
K
｣
(以
下

｢
K
社
｣
と
い

う
。)
を
設
立
し
、
そ
の
代
表
者
に
就
い
て
a
の
後
を
継
ぎ
、
本
件

事
故
当
時
は
、
｢
K
寿
司
｣
ほ
か

一
店
の
経
営
を
切
り
盛
り
し
て
い

た
。
×
は
、
昭
和
五
七
年

三
一月
に
妻

･
c
と
婚
姻
し
た
が
、
子
は

い
な
か

っ
た
。

ウ

Z
は
、本
件
事
故
当
時
は
d
大
学
在
学
中
の
医
学
生
で
あ
っ
た
が
、

か
つ
て
e
大
学
理
学
部
及
び
同
大
学
院
に
在
学
し
て
い
た
こ
ろ
、
K

寿
司
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
緑
か
ら
、
そ
の
後

も
×
と
親
交
を
結
ん
で
い
た
。

②
本
件
事
故
の
発
生

ア

×
は
、
平
成
一
六
年
三
月
二
六
日
午
前
八
時
こ
ろ
、
高
速
バ
ス
で
f

高
校
前
バ
ス
停

(以
下

｢本
件
バ
ス
停
｣
と
い
う
。)
に
到
着
し
、
Z

の
出
迎
え
を
受
け
た
。
二
人
は
、
ス
ー
パ
ー
で
食
材
と
酒
を
買
い
、
Z

方
で
飲
食
し
た
後
、
X
は
、
昼
こ
ろ
か
ら
午
後
七
時
く
ら
い
ま
で
同
所

で
昼
寝
を
し
た
。
×
が
目
を
覚
ま
し
て
か
ら
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
二
人
で

夕
食
を
と
っ
た
後
、
Z
は
、
帰
宅
す
る
と
い
う
×
を
、
自
動
車

(以
下

｢Z
車
｣
と
い
う
。)
で
、
本
件
バ
ス
停
ま
で
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。

イ

同
日
午
後
九
時
三
〇
分
こ
ろ
、
Z
車
は
、
別
図
平
面
図

(以
下

｢本
件
平
面
図
｣
と
い
う
。)
記
載
の
国
道

(以
下

｢本
件
国
道
｣
と

い
う
。)
を
北
方
か
ら
進
行
し
て
来
て
、
有
限
会
社

g

(以
下

｢
g

社
｣
と
い
う
。)
が
経
営
す
る
飲
食
店
舗
に
隣
接
す
る
駐
車
場

(以

下

｢本
件
駐
車
場
｣
と
い
う
。)
に
進
入
し
、
同
駐
車
場
内
で
方
向

転
換
し
て
、
本
件
平
面
図
中

｢◎
｣
(別
図
参
照
)
の
位
置
で
、
前

照
灯
が
本
件
バ
ス
停
方
向
を
照
射
す
る
よ
う
な
態
勢
で
停
車
し
た
。

ウ

同
所
で
Z
車
か
ら
下
車
し
た
X
は
、
h
方
面
行
き
高
速
バ
ス
の
発

車
時
刻
を
確
か
め
る
べ
く
、
小
走
り
で
、
本
件
平
面
図
の
｢バ
ス
停
｣

記
載
の
位
置
に
あ
っ
た
本
件
バ
ス
停
に
向
か
っ
た
。
Z
は
、
乗
車
し

た
ま
ま
×
の
姿
を
目
で
追
っ
て
い
た
が
、
突
然
×
の
姿
が
視
界
か
ら
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消
え
た
の
で
、
×
の
姿
が
消
え
た
辺
り
に
駆
け
付
け
て
、
付
近
を
探

し
た
と
こ
ろ
、
本
件
水
路
に
転
落
し
、
左
側
臥
位
で
横
た
わ
っ
て
い

る
×
を
発
見
し
た
。

エ

X
は
、
Z
が
手
配
し
た
救
急
車
で
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
が
、
結
局
、

上
記
転
落
に
よ
る
外
傷
を
原
因
と
す
る
脳
挫
傷
･
急
性
硬
膜
下
血
腫

の
た
め
、
翌
二
七
日
午
前
四
時

一
七
分
に
死
亡
し
た
。

③
本
件
事
故
現
場
付
近
の
状
況
等

ア

本
件
水
路
は
、
も
と
も
と
国
有
の
土
水
路
で
あ
り
、
d
県
が
管
理

事
務
を
担
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
昭
和
五
人
年
、
国
道
排
水
路
整
備
事

業
に
伴
い
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の

｢U
型
側
溝
4
5
0
｣
が
設
置
さ

れ
た
。

も
っ
と
も
、
本
件
駐
車
場
は
、
｢U
型
側
溝
4
5
0
｣
が
設
置
さ

れ
た
後
も
、
平
成
八
年
こ
ろ
に
至
る
ま
で
、
本
件
水
路
と
さ
し
た
る

高
低
差
も
な
く
広
が
っ
て
い
た
田
ん
ぼ
の
一
部
で
あ
っ
た
。

イ

と
こ
ろ
で
、
g
社
は
、
上
記
飲
食
店
の
出
店
を
も
く
ろ
み
、
本
件

駐
車
場
を
含
む
敷
地
部
分
に
本
件
国
道
路
面
と
同
程
度
に
至
る
ま
で

盛
り
土
を
し
た
上
、
本
件
国
道
か
ら
の
自
動
車
の
乗
り
入
れ
の
便
を

確
保
す
べ
く
、
本
件
水
路
上
方
に

｢
V
s
側
溝
5
o
o
｣
(以
下

｢本
件
ふ
た
｣
と
い
う
。)
を
設
置
し
、
も
っ
て
、
本
件
水
路
上
に
通

路
橋

(有
蓋
部
分
)
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。
そ
こ
で
、
g
社
は
、

平
成
八
年
八
月
一
日
付
け
で
、
Y
町
建
設
課
を
経
由
し
て
、
d
県
知

事
に
対
し
、
公
有
水
面
占
用
許
可
を
申
請
し
、
同
年
九
月
三
五
日
付

け
で
そ
の
旨
の
許
可
を
得
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
g
社
は
、
上
記
計

画
ど
お
り
造
成
工
事
を
す
る
と
と
も
に
、
本
件
ふ
た
を
設
置
す
る
工

事
を
行
っ
た
。

な
お
、
本
件
ふ
た
の
設
置
工
事
は
、
本
件
駐
車
場
用
地
の
一
部
で

あ
る
土
地
を
所
有
し
て
い
た
i
の
出
捐
で
行
わ
れ
た
。

ウ

上
記
造
成
等
工
事
の
結
果
、
本
件
水
路
は
、
本
件
平
面
図
の
と
お

り
、
国
道
か
ら

g
社
の
店
舗
及
び
駐
車
場
に
通
じ
る
有
蓋
部
分
と
、

そ
の
南
に
あ
っ
て
こ
れ
と
接
続
す
る
無
蓋
部
分
か
ら
な
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
、
無
蓋
部
分
は
、
そ
の
東
側
に
傾
斜
の
あ
る
法
面
を
有

し
、
西
側
に
お
い
て
本
件
水
路
と
並
行
し
て
存
在
す
る
里
道

(以
下

｢本
件
里
道
｣
と
い
う
。)
と
接
し
て
い
た
が
、
本
件
里
道
は
そ
の
北

端
と
西
側
を
高
さ
約
一
･
四
m
の
垂
直
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
で
本

件
駐
車
場
と
隔
て
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
本
件
里
道
の
西
側
に
接

す
る
上
記
擁
壁
に
沿
っ
て
、
本
件
駐
車
場
側
に
、
幅
約
二
m
、
長
さ

約
四
m
、
高
さ
約
二
m
の
屋
根
の
あ
る
簡
易
な
構
造
物
が
建
っ
て
い

た
。そ

の
後
、
g
社
は
、
条
例
に
基
づ
き
、
Y
町
に
対
し
、
平
成
八
年

九
月
以
降
、
平
成
一
七
年
度
分
ま
で
の
上
記
公
有
水
面
占
用
許
可
に

伴
う
占
用
料
を
支
払
っ
て
き
た
。

エ

本
件
水
路
は
、
平
成

一
三
年
四
月
一
○
日
、
国
か
ら
Y
町
に
譲
与

さ
れ
、
そ
れ
以
降
、
Y
町
に
お
い
て
本
件
水
路
を
管
理
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
な
お
、
鑑
婁
皿部
分
周
辺
で
Y
町
の
管
理
の
対
象
と
な
る
の

は
本
件
水
路
と
本
件
里
道
に
限
ら
れ
る
。

し
か
し
、
Y
町
に
お
い
て
、
有
蓋
部
分
の
南
端
付
近
か
ら
無
芸
皿部

分
に
人
が
転
落
す
る
の
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
取
る
こ
と
の
是

非
に
つ
い
て
検
討
し
た
こ
と
は
な
く
、
本
件
事
故
当
時
、
本
件
事
故

現
場
付
近
に
、
上
記
転
落
防
止
を
目
的
と
す
る
工
作
物

(柵
、
フ
ェ

ン
ス
、
照
明
灯
、
警
告
標
示
等
)
は
何
ら
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。



㈱
相
続

略

3

争
点
及
び
争
点
を
め
ぐ
る
当
事
者
の
主
張
の
要
旨

目

×
が
転
落
し
た
場
所
の
特
定

三
審
原
告
の
主
張
】

×
が
Z
車
か
ら
降
り
た
後
に
た
ど
っ
た
経
路
は
、
本
件
平
面
図
中
実

線
及
び
同
破
線
記
載
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
人
は
、
有
蓋
部

分
の
南
端
に
お
い
て
足
を
踏
み
外
し
、
同
所
か
ら
無
篝
血部
分
に
転
落
し

た
も
の
で
あ
る
。

三
審
被
告
の
主
張
圓

×
が
足
を
踏
み
外
し
た
場
所
は
不
明
で
あ
る
と
い
う
ほ
か
は
な
く
、

×
に
と
っ
て
有
蓋
部
分
よ
り
も
手
前
に
当
た
る
本
件
里
道
の
北
端
と

か
、
逆
に
有
蓋
部
分
を
通
り
過
ぎ
、
無
婁
皿部
分
の
東
側
に
位
置
す
る
法

面
か
ら
同
部
分
へ
向
か
っ
て
転
落
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
×

の
転
落
箇
所
が
特
定
で
き
な
い
以
上
、
本
件
事
故
と
の
関
係
で
Y
町
が

本
件
水
路
の
管
理
責
任
を
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
い
わ
れ
は
な

し
Y

②
Y
町
に
よ
る
本
件
水
路
の
管
理
上
の
瑕
疵
の
有
無

三
審
原
告
の
主
張
】

ア

本
件
水
路
は
、
そ
の
有
蓋
部
分
の
南
端
に
お
い
て
、
本
件
ふ
た
表

面
か
ら
無
蓋
部
分
の
底
面
ま
で
約

一
･
五

m
の
高
低
差
が
存
在
す

る
。
し
か
も
、
無
雲
皿部
分
の
U
字
溝
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
あ
る
か

ら
、
上
記
南
端
か
ら
鑑
箋
皿部
分
に
転
落
し
た
者
は
、
U
字
溝
に
頭
部

を
強
打
す
る
こ
と
と
な
り
、
死
亡
す
る
危
険
性
が
高
い
。

そ
し
て
、
上
記
の
よ
う
な
高
低
差
の
あ
る
状
況
は
、
Y
町
が
本
件

水
路
の
譲
与
を
受
け
た
平
成
一
三
年
四
月
の
時
点
で
、
既
に
発
生
し

て
い
た
。

イ

し
か
る
に
、
本
件
水
路
に
は
、
有
蓋
部
分
南
端
か
ら
無
芸
皿部
分
に

転
落
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

(そ
の
よ
う
な
も
の
と
し

て
は
、
の
本
件
里
道
及
び
無
害
皿部
分
東
側
の
法
面
に
杭
を
立
て
、
杭

と
杭
の
間
に
ロ
ー
プ
や
ネ
ッ
ト
を
張
っ
た
り
、
有
蓋
部
分
又
は
無
婁
皿

部
分
に
防
護
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
な
ど
、
転
落
事
故
を
物
理
的
に

防
止
す
る
た
め
の
措
置
と
、
の
通
行
人
に
上
記
高
低
差
の
存
在
を
認

識
さ
せ
る
に
足
り
る
警
星
ロ板
や
、
特
に
夜
間
に
お
い
て
そ
の
点
の
効

果
が
あ
る
照
明
灯
の
設
置
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。)
を
欠
い
て
お
り
、

さ
ら
に
は
、
仮
に
通
行
人
が
転
落
し
た
場
合
で
も
U
字
溝
に
頭
部
を

強
打
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
に
無
芸
皿部
分
を
覆
う
ふ
た
の
設
置

を
欠
い
て
い
た
。

ウ

し
た
が
っ
て
、
本
件
水
路
に
は
、
上
記
イ
の
各
措
置
を
欠
い
て
い

た
と
い
う
管
理
上
の
瑕
疵
が
あ
っ
た
。

三
審
被
告
の
主
張
】

上
記
高
低
差
は
、
g
社
が
得
た
公
有
水
面
占
用
許
可
に
よ
り
、
本
件

ふ
た
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
現
出
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本

件
水
路
そ
の
も
の
が
有
す
る
危
険
性
に
は
当
た
ら
な
い
。

ま
た
、
本
件
ふ
た
が
設
置
さ
れ
た
経
過
が
前
提
事
実
③
イ
の
と
お
り
で

あ
る
以
上
、
有
蓋
部
分
の
南
端
か
ら
の
転
落
を
防
止
す
べ
く
回
避
措
置
を

と
る
べ
き
な
の
は
本
件
ふ
た
の
管
理
者
で
あ
っ
て
、
Y
町
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
水
路
に
は
、
Y
町
に
よ
る
管
理
上
の
瑕
疵
は
な

LV



③
過
失
相
殺

三
審
被
告
の
主
張
】

×
は
、
本
件
事
故
当
時
五
一
歳
で
あ
っ
た
か
ら
、
周
囲
の
危
険
性
の

有
無
に
関
す
る
判
断
力
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
同
人
は
、
本

件
事
故
の
前
に
も
、
六
~
八
回
に
わ
た
り
本
件
バ
ス
停
を
利
用
し
た
こ

と
が
あ
っ
て
、
本
件
水
路
付
近
を
訪
れ
た
の
は
本
件
事
故
時
が
初
め
て

で
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
本
件
事
故
当
時
、
Z
車
の
前
照
灯
に
よ
り
、

本
件
事
故
現
場
付
近
ま
で
照
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
少
し
の

注
意
力
を
も
っ
て
す
れ
ば
危
険
性
を
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
X
は
特
に
急
ぐ
必
要
も
な
い
の
に
、
小
走
り
で
有
蓋
部
分

に
さ
し
か
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
諸
事
情
を
考
慮
す
れ
ば
、
本
件
事
故
に
つ
き
×
の
過
失
を
九

0
%
と
し
て
過
失
相
殺
を
す
べ
き
で
あ
る
。

三
審
原
告
の
主
張
】

×
が
過
去
に
も
本
件
バ
ス
停
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
っ
て

も
、
そ
れ
は
本
件
事
故
の
約
五
年
も
前
を
最
後
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た

し
、
過
去
の
利
用
は
い
ず
れ
も
昼
間
の
利
用
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
本
件
事
故
当
時
、
X
は
決
し
て
急
い
で
い
た
わ
け
で
は
な
い

し
、
か
え
っ
て
、
Z
車
の
前
照
灯
が
点
灯
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は

×
側
に
お
い
て
そ
れ
な
り
の
注
意
義
務
を
尽
く
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
一
審
被
告
の
指
摘
に
か
か
る
事
情
が
あ
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
過
失
相
殺
を
す
べ
き
で
は
な
い
。

回
損
害
額
に
関
す
る
一
審
原
告
の
主
張

略

二

当
裁
判
所
の
判
断

争
点
の
に
つ
い
て

1

Z
は
、
Z
車
を
降
り
て
本
件
バ
ス
停
へ
向
か
っ
た
×
の
姿
を
目
で
追

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
突
然
そ
の
姿
が
視
界
か
ら
消
え
た
と
い
う
の
で
あ

る
か
ら

(前
提
事
実
②
ウ
)、
×
は
、
一
瞬
に
し
て
、
相
応
の
高
さ
か

ら
転
落
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
、
×
は
無
蓋
部

分
に
お
い
て
、
左
側
臥
位
で
発
見
さ
れ
た
が

(同
上
)、
Z
の
通
報
に

よ
り
現
場
に
到
着
し
た
救
急
隊
員
は
、
X
の
外
傷
と
し
て
は
後
頭
部
左

側
の
挫
創
を
指
摘
す
る
の
み
で
あ
っ
た
こ
と

(書
証
)
、
後
刻
、
警
察

官
と
と
も
に
鑑
著
皿部
分
付
近
を
見
分
し
た
Z
は
、
同
警
察
官
か
ら
、
X

に
は
里
道
に
落
ち
た
形
跡
が
な
か
っ
た
と
聞
か
さ
れ
た
こ
と

(原
審
証

人
Z
)、
以
上
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
X
は
、
足
を
踏
み
外
し
た
地
点
か
ら
、
無
婁
皿部
分

へ
向
か
っ
て
直
接
落
下
し
た
も
の
と
推
認
す
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
×

が
足
を
踏
み
外
し
た
地
点
は
、
無
害
皿部
分
の
直
上
に
位
置
す
る
有
蓋
部

分
の
南
端
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

の

こ
れ
に
対
し
、
一
審
被
告
は
、
上
記

--
3
-
の
一
審
被
告
の
主
張

欄
の
と
お
り
主
張
す
る
け
れ
ど
も
、
上
記
の
の
説
示
に
照
ら
し
、
採
用

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

2

争
点
②
に
つ
い
て

①
ア

有
蓋
部
分
の
南
端
付
近
に
お
い
て
は
、
本
件
事
故
当
時
、
本
件
ふ

た
が
本
件
水
路
底
面
の
一
･
五
二
五
m
上
方
に
設
置
さ
れ
て
お
り

(書
証
、
弁
論
の
全
趣
旨
)、
か
つ
、
本
件
水
路
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

にQ



で
あ
っ
た
の
で
あ
る

(前
提
事
実
③
ア
)
か
ら
、
有
蓋
部
分
の
南
端

に
お
い
て
足
を
踏
み
外
し
、
そ
の
直
下
に
転
落
し
た
者
は
、
約

一
･

五
m
下
方
に
お
い
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
本
件
水
路
底
面
に
直
接
衝

突
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
し
、
そ
う
な
っ
た
場
合

に
は
相
応
の
傷
害
を
負
う
危
険
が
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
上
記
危
険
は
、
本
件
駐
車
場
部
分
が
造
成
さ
れ
、

同
部
分
と
本
件
国
道
と
の
出
入
り
を
可
能
に
す
べ
く
本
件
ふ
た
が
設
置

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
直
接
的
に
は
本
件
ふ

た
の
設
置
に
よ
っ
て
顕
在
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
な
る
が
、
見

方
を
変
え
れ
ば
、
本
件
水
路
が
、
本
件
ふ
た
の
あ
る
部
分

(有
蓋
部
分
)

と
鑑
蓋
部
分
が
上
記
の
程
度
の
落
差
を
も
っ
て
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら

く
る
危
険
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
本
件

水
路
そ
の
も
の
が
有
す
る
危
険
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

イ

こ
れ
に
対
し
、
一
審
被
告
は
、
上
記

--
3
-
②
-
審
被
告
の
主
張

欄
の
と
お
り
主
張
す
る
。
上
記
危
険
な
状
態
が
生
じ
た
経
緯
及
び
直
接

の
原
因

(上
記
ア
)
に
照
ら
せ
ば
、
本
件
ふ
た
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ

り
そ
の
よ
う
な
危
険
な
状
態
を
作
出
し
た
g
社
に
も
危
険
防
止
措
置
を

講
ず
べ
き
義
務
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
は
あ
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て

本
件
水
路
の
管
理
者
で
あ
る
一審
被
告
の
管
理
責
任
が
な
く
な
る
わ
け

で
は
な
い
。
上
記
主
張
は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

②

-
審
被
告
の
管
理
に
か
か
る
本
件
水
路
が
上
記
①
ア
の
と
お
り
危
険

な
状
態
に
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
一
審
被
告
は
管
理
者
と
し
て

そ
の
よ
う
な
危
険
な
状
態
を
解
消
す
る
義
務
が
あ
る
も
の
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
上
記
危
険
を
解
消
す
る
た
め
の
具
体
的
な

措
置
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
可
能
性
を
含
め
て
検
討
す
る
。

ア

ま
ず
、
①
有
蓋
部
分
南
端
先
か
ら
無
蓋
部
分
へ
の
転
落
を
物
理
的

に
防
止
す
る
た
め
の
工
作
物

(冊
又
は
フ
ェ
ン
ス
等
)
を
設
置
す
る

の
が
、
上
記
措
置
と
し
て
は
最
も
確
実
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
ま
た
、
②
警
告
標
示
や
有
蓋
部
分
南
端
及
び
そ
の
先
の

無
蓋
部
分
周
辺
を
照
射
す
る
照
明
灯
を
設
置
す
る
な
ど
、
上
記
の
ア

の
危
険
の
存
在
を
認
識
さ
せ
る
た
め
の
措
置
も
、
①
ほ
ど
で
は
な
い

が
、
転
落
防
止
の
た
め
に
は
有
効
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
転
落
防
止

そ
の
も
の
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
③
無
蓋
部
分
に
比
較

的
柔
ら
か
い
素
材
の
ふ
た
を
設
置
す
る
な
ど
、
有
蓋
部
分
南
端
先
か

ら
転
落
し
た
場
合
に
お
け
る
衝
撃
を
軽
減
す
る
た
め
の
措
置
も
、
上

記
危
険
の
軽
減
に
資
す
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

イ

そ
し
て
、
有
蓋
部
分
南
端
及
び
霊
婁
皿部
分
周
辺
の
状
況

(前
提
事

実
③
ウ
)
か
ら
し
て
、
上
記
各
措
置
を
取
る
こ
と
が
客
観
的
に
不
可

能
で
あ
る
と
は
い
い
難
い
。

な
る
ほ
ど
、
上
記
ア
①
の
措
置
を
取
る
た
め
に
は
、
設
置
し
よ
う

と
す
る
工
作
物
の
形
状
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
本
件
国
道
敷
、
本

件
駐
車
場
用
地
、
本
件
ふ
た
又
は
本
件
水
路
東
側
の
法
面
に
工
作
物

の
一
部

(例
え
ば
支
柱
等
)
を
設
け
る
こ
と
を
要
し
、
し
た
が
っ
て
、

Y
町
が
そ
れ
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
上
記
各
土
地
･
構

造
物
の
所
有
者
又
は
管
理
者

(以
下

｢近
隣
管
理
者
｣
と
い
う
。)

の
協
力
な
い
し
少
な
く
と
も
同
意
を
得
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
見
易

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
そ
の
よ

う
な
工
作
物
の
設
置
そ
の
も
の
が
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は

な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
Y
町
が
上
記
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
よ
う
と

し
た
こ
と
が
な
い
以
上
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
近
隣
管
理
者
に
お
ハ

に〇



て
Y
町
に
よ
る
転
落
防
止
の
た
め
の
工
作
物
の
設
置
に
同
意
し
な
い

イ

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
×
は
、
Z
車
か
ら
下
車
す
る
や
、
本
件

意
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な

い
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
大
が
か
り
な
工
作
物
で
は
な
く
と
も
、
本

件
里
道
に
の
み
支
柱
を
設
置
し
、
同
支
柱
で
も
っ
て
フ
ェ
ン
ス
を
支

持
す
る
構
造
の
工
作
物
で
も
、
転
落
を
防
止
す
る
た
め
に
そ
れ
な
り

の
効
果
を
発
揮
し
得
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
な
ら

ば
、
近
隣
管
理
者
の
同
意
を
得
る
必
要
も
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、

上
記
ア
②
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
標
示
や
照
明
灯
を
本
件
里
道
に
設

置
す
る
こ
と
と
す
れ
ば
近
隣
管
理
者
の
同
意
は
必
要
な
い
し
、
同
③

の
措
置
が
Y
町
に
お
い
て
単
独
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ウ

し
か
る
に
、
本
件
事
故
当
時
、
上
記
ア
①
な
い
し
③
の
い
ず
れ
の

措
置
も
講
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
以
上

(前
提
事
実
③
エ
)、
そ
の

当
時
本
件
水
路
を
管
理
し
て
い
た
Y
町
の
同
水
路
の
管
理
に
は
瑕
疵

が
あ

っ
た
も
の
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

る^ ^ 0 7

バ
ス
停
の
方
向
へ
小
走
り
で
走
り
寄
ろ
う
と
し
た
(前
提
事
実
②
ウ
)

と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
同
人
に
は
相
応
の
過
失
が
あ
っ
た
こ
と
を

認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

そ
し
て
、
上
記
2
◎
ア
の
危
険
性
が
現
出
し
た
平
成
八
年
九
月
こ

ろ
以
降
本
件
事
故
ま
で
の
間
、
同
種
の
転
落
事
故
の
発
生
が
窺
え
な

い
こ
と

(原
審
証
人
i
)
を
も
総
合
す
る
と
、
本
件
事
故
に
お
け
る

×
の
過
失
割
合
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
三
五
%
と
認
め
、
こ
の
割
合
を

も
っ
て
過
失
相
殺
を
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

②
な
お
、
一
審
被
告
は
、
X
が
本
件
事
故
よ
り
も
前
に
本
件
バ
ス
停
を

利
用
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
も
同
人
の
過
失
判
断
に
際
し
て
考
慮
す

べ
き
で
あ
る
旨
主
張
す
る
。
し
か
し
、
X
が
本
件
事
故
の
前
に
本
件
バ

ス
停
を
利
用
し
た
の
は
そ
の
五
年
も
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
し

(書
証
)、

ま
た
、
そ
も
そ
も
バ
ス
の
乗
降
の
際
に
本
件
水
路
の
危
険
な
状
態
を
認

識
す
べ
き
で
あ
る
と
も
い
え
な
い
。
こ
の
点
に
関
す
る
一
審
被
告
の
主

張
は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

3

争
点
③
に
つ
い
て

①
ア

本
件
事
故
当
時
は
夜
間
で
あ
り
、
本
件
事
故
現
場
付
近
に
は
こ
れ

と
い
っ
た
照
明
は
な
く
、
暗
か
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
も
っ
と

も
、
Z
車
が
前
照
灯
を
本
件
バ
ス
停
方
向
へ
向
け
て
照
射
し
て
く
れ

て
い
た
と
は
い
え

〈前
提
事
実
②
イ
)、
そ
れ
は
周
辺
の
安
全
を
確

認
す
る
に
十
分
な
も
の
で
は
な
く
、
ま
し
て
や
、
そ
れ
が
有
蓋
部
分

の
南
端
付
近
か
ら
先
に
お
い
て
約
一
･
五
m
の
落
差
を
も
っ
て
鍋
蓋

部
分
が
存
在
す
る
こ
と
を
照
ら
し
出
す
こ
と
ま
で
期
待
で
き
る
よ
う

な
措
置
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

4

争
点
@
に
つ
い
て

略

三

結
論

以
上
の
次
第
で
、
一
審
原
告
の
請
求
は
、
三
、九
四
四
万

一
、
0
七
〇
円
及

び
本
件
事
故
発
生
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で
民
法
所
定
年
五
分
の
割
合
に
よ
る

遅
延
損
害
金
の
支
払
い
を
求
め
る
限
度
で
理
由
が
あ
る
か
ら
こ
れ
を
認
容
す

べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
と
異
な
る
原
判
決
は
変
更
を
免
れ
な
い
。

一
審
被
告
の

控
訴
は
上
記
の
限
度
で
理
由
が
あ
り
、
一
審
原
告
の
控
訴
は
理
由
が
な
い
。

ぬn




